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本日は、タブー・ンゴンゴのフェアウェルパーティーにご

来場くださり、ありがとうございます。

タブーは、この９月はじめに、日本のファミリーとともに

コンゴ（旧ザイール）のルムンバシに帰国・移住することに

なりました。

タブーは、コンゴに戻ったらまずは生活基盤をととのえ、

地元ミュージシャンに声をかけて新たな音楽活動をはじめた

いと話しています。また、日本にも時々は来日する機会をつ

くりたいとも話しています。

タブーが核となり活動してきたタブレカは、タブーが来日

するときには復活したいとのことですが、今日をもって休眠

というか、一段落となります。それで今日に間に合わせよう

と、急きょタブレカのライブヒストリーを３枚のCDにしま

した。またヒストリー映像も会場で上映します。

いつかタブーが再来日するときには、コンゴからバンドメ

ンバーを引きつれての凱旋公演なんてできたらいいな、なん

て思っています。

タブー・ファミリーのコンゴでの健闘と、タブーの活躍を

願って、タブーを送り出してやりたいと思います。今日は楽

しんでいっていただければ幸いです。

2008年８月31日

〈ぴがぴがナイト14th〉

タブー・ンゴンゴ　フェアウェルパーティー



P R O F I L E

タブー・ンゴンゴ Tabu Ngongo
サックス、ボーカル、パーカッション、作詞作曲

コンゴ（旧ザイール）出身。

ケニヤで、ゴールドレコードを受賞したマンゲレパ

（Mangelepa）のサックス奏者として活動し、その後、

1987年にブンドゥムナ（Vundumuna）のメンバーとして

初来日。当時、恵比寿にあったピガピガで演奏して評判

となり、フェスティバルではMALTA、渡辺貞夫らと共

演。第一興商、FromA、サントリーNCAAなどのCMソ

ングづくりにかかわる。

何度かの来日のあと、1992年にB・B・モフランのビタ

シカ（Bitasika）に参加、日本に定住しての音楽活動を

始める。各地の学校でのスクールコンサートや国際交流

コンサートなど、全国各地で公演。

その後、自らのバンド、セベネ（Sebene）を結成。ナタ

デココやオレオなどのCMソングも歌っている。

1999年にソロアルバム『Kombo』リリース。

2000年よりカナダに滞在していたが、2003年日本に戻り、

活動を再開。

2004年タブレカ結成に加わり、ボーカル、サックス奏者として活動中。

タブレカ TABUREKA は、

アフリカ人と日本人の混成バンドで、リズムのアフリカ人とメロディーの日本

人とがいっしょになることで新しい音楽を生みだそうとしている。そのサウン

ドは名づけて“アフロ・ビート・ジャム”

アフリカのリズムをベースに、歌あり、踊りあり、ジャムセッションありのア

フロダンスファンキーサウンド。楽器が歌い、バトルしあい、全体が一体とな

った演奏はパワフルでエキサイティング。



17:00 開場、DJ 松島玉三郎

17:30～ タブレカ with フレンズ

18:05～ DJ 松島玉三郎、ビデオ映像吉川繁

18:45～ ダンス伊藤宏子

タブレカ with フレンズ

19:25～ DJ 松島玉三郎

19:55～ タブレカ with フレンズ

20:30 タブーからお礼あいさつ～閉会

2008.9.7（日）
Elephanight～ゾウとアフリカと音楽の夕べ
アフリカンミュージック：板井巧ほか、ダンスワークショップ：伊藤宏子
スピーチ：マイケル・ワミチ（元ケニア野生生物局長でIFAW国際ゾウ保護プログラム部長）
日時：9月7日（日）17:00開場
会場：Cafe Liberte（渋谷区神宮前6-16-23 THCビル3F）
入場無料
詳しくは⇒http://www.ifaw.org/ifaw/general/default.aspx?oid=89520 

2008.10.15～10.20
シーノ・タカヒデ個展
“2008 MAISHA（生活・生きる）10th”
恒例のシーノ・タカヒデ個展
日時：10月13日（月）～18日（土）11:00～19:00（最終日17:00）

10月13日（月）オープニングパーティー pikaiaライブ
会場：スペースユイ（http://www.spaceyui.com）
Tel. 03-3479-5889 東京都港区南青山3-4-11ハヤカワビル1F（地図Map）
地下鉄外苑前あるいは表参道より8分

入場無料
1998年、「START UP」というタイトルでケニアのgallery watatuからはじめた個展もあっ
という間に今年で10年目！ その間、ナイロビではマゼンベ（MAZEMBE）と、日本ではエピ
ゾ・バングーラ、ジャナグル、日本のミュージシャンとのライブペィンティング、そして
ケニアでのウォールペィンティングと個展。
☆ということで今回のEXHIBITHIONのテーマは、旅の思い出・人・音・動物・生活などで、
ギャラリースペースを埋め尽くす予定です。 （シーノ・タカヒデ）


